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1. はじめに

サンゴ礁は海の森とも言われ、生物多様性をはじめと

した様々な観点から重要視されている。そのサンゴが

1998 年の大規模白化以来、世界的に減少しており、日

本の沖縄本島海域も例外ではない。同海域のサンゴが回

復するためには近隣海域からのサンゴ卵供給が重要で

ある。その一つの供給源として比較的サンゴの多い八重

山諸島などの黒潮上流域が想定されており、その中でも

特に重要な海域の特定と保護が期待される。

2. 方法

サンゴ卵輸送を想定した十字抵抗版を装着した GPS
表層漂流ブイ観測を行った。2006 年 6 月 12 日に石西礁

湖西北端のヨナラ水道などから 4 個、2007 年 5 月 31
日に石西礁湖内部のウラビシから 3 個投入した。 
観測数を補うために ROMS による表層粒子追跡シミ

ュレーションを石西礁湖周辺海域（西表島、石西礁湖、

石垣島）の各地点（図 3）から行った。ただし、計算期

間は海上風速データなどの都合から 2012-2015 年であ

る。

3. 結果

漂流ブイは石西礁湖の北側へ流出し、石垣島を時計回

りに回る傾向が見られた。2006 年の 1 個の漂流ブイは

黒潮に乗り太平洋まで流出した（図 1）。
ROMS による表層粒子追跡シミュレーションから、2

地点の漂流ブイ投入点にそれぞれリリースした粒子は、

石西礁湖内部ウラビシよりも石西礁湖西北端ヨナラ水

道からのほうが黒潮に多く乗ることが確認された（図2）。 
粒子はリリースされた島に残る割合が高いものの、黒

潮下流域の別の島にたどり着くことも十分にあり、石西

礁湖周辺海域から沖縄本島へ直接漂着する割合も低くな

かった。

同海域から黒潮下流域にあたる 26.5°N 以北に粒子が

達した割合は、黒潮側の同海域北部で高かった（図 3）。
これより、沖縄本島海域のサンゴ再生の観点から、石西

礁湖周辺海域北部のサンゴ保護が特に重要と考えられる。 

図 1 漂流ブイ（黒線）と粒子追跡シミュレーション

（灰色線）の軌跡。

図 2 2012 年 5 月 7 日満月大潮時に、観測と同じ石西

礁湖西北端ヨナラ水道（左図）と石西礁湖内部ウラビ

シ（右図）からリリースした粒子追跡シミュレーショ

ンの軌跡。

図 3 地点別の 26.5°N 以北に達した粒子の割合。 
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